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顎
顔
面
手
術
で
睡
眠
外
科
治
療
法
を

新
た
に
確
立�

歯・外
木 

守
雄
特
任
教
授

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
医
療
の
安
全
を
確
保

�

医・根
東 

義
明
教
授

　

寝
て
い
る
間
に
起
こ
る
、

「
い
び
き
」
は
普
通
「
よ
く

眠
っ
て
い
る
現
象
」
と
思
わ

れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
び
き
は
、
気
道
が
狭
く
な

っ
た
り
塞
が
れ
る
こ
と
で
、

単
に
音
が
鳴
っ
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
先
に
息

が
入
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ

ち
「
い
び
き
」
は
睡
眠
関
連

呼
吸
障
害
の
「
危
険
信
号
」

で
あ
る
と
、
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
寝
て
い
る

間
に
呼
吸
が
細
く
な
っ
た
り

止
ま
っ
た
り
す
る
閉
鎖
性
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
一

般
的
に
は
肥
満
が
原
因
と
い

う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が

近
年
、
あ
ご
が
小
さ
い
こ
と

も
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
。

　

外
木
特
任
教
授
の
専
門
は

噛
み
合
わ
せ
が
ず
れ
て
い
る

顎
変
形
症
の
治
療
で
あ
る

が
、
こ
の
顎
変
形
症
に
行
わ

れ
る
一
連
の
顎
顔
面
手
術
が

「
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
障

害
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」
に
有
用
で
あ

る
と
し
て
、
新
た
な
睡
眠
外

科
治
療
法
を
確
立
さ
せ
た
。

顎
変
形
症
と
は
下
あ
ご
が
前

に
出
て
い
た
り
、
小
さ
か
っ

た
り
、
顔
全
体
が
歪
ん
で
非

対
称
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
で
、
噛
み
合
わ
せ
が
悪
く

な
る
病
気
。
こ
の
顎
変
形
症

で
あ
ご
が
小
さ
い
人
は
気
道

が
狭
く
、
さ
ら
に
睡
眠
時
に

横
に
な
っ
た
状
態
で
は
閉
鎖

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
下
あ
ご
と
上
あ

ご
を
前
に
出
し
て
、
噛
み
合

わ
せ
の
ズ
レ
を
治
し
な
が
ら

上
気
道
を
広
げ
る
手
術
を
行

う
の
が
、
睡
眠
外
科
治
療
法

の
一
つ
で
あ
る
。

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
も
有
効

　

睡
眠
外
科
手
術
は
根
本
的

な
治
療
法
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
重
症
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｓ

の
治
療
に
は
、
鼻
か
ら
空
気

を
陽
圧
で
送
っ
て
気
道
を
広

げ
る
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法
が
第
一

選
択
と
な
る
。
ま
た
、
軽
症

例
に
は
、
歯
科
的
な
治
療
法

と
し
て
口
腔
内
装
置
（
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
）
も
適
応
さ
れ

る
。
外
木
特
任
教
授
が
理
事

長
を
務
め
る
日
本
睡
眠
歯
科

学
会
で
は
、
こ
の
装
置
を
含

め
て
新
し
い
治
療
法
を
検
討

し
て
い
る
。

　

こ
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
は
下

あ
ご
を
前
に
出
し
て
固
定
す

る
こ
と
で
舌
を
前
方
に
牽
引

し
、
気
道
の
狭
窄
及
び
閉
塞

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
は
適
応
を

選
べ
ば
、
効
率
的
に
鼻
呼
吸

を
促
し
、
寝
て
い
る
と
き
も

息
が
吸
い
や
す
く
な
る
。
ま

た
「
い
び
き
」
に
対
す
る
改

善
に
も
優
れ
た
効
果
が
期
待

で
き
る
。
加
え
て
、
携
行
性

に
も
優
れ
、
比
較
的
簡
単
に

応
用
で
き
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
と
い
う
。

　

外
木
特
任
教
授
は
「
な
ぜ

顎
が
変
形
し
、
噛
み
合
わ
せ

が
ず
れ
る
か
？
」
に
つ
い
て

の
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
な
ぜ
、
顎
が
変
形
す
る

の
か
を
根
本
的
に
原
因
追
及

し
な
い
限
り
根
本
的
な
治
療

と
は
言
え
ま
せ
ん
」
と
語

る
。
顎
骨
の
成
長
に
は
生
理

的
機
能
が
協
調
し
て
整
っ
て

い
る
こ
と
が
大
事
だ
が
、
噛

み
合
わ
せ
や
呼
吸
の
状
態
が

悪
い
と
あ
ご
が
ず
れ
て
く
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
と
い

う
。　

現
在
、
顎
の
位
置
と

気
道
と
の
相
関
位
置
を
「
３

Ｄ
ー
Ｃ
Ｔ
（
３
次
元
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
画
像
構
築
処
理
）」

を
用
い
て
分
析
し
、
気
道
の

力
学
的
検
査
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
結
果
を
基
に
そ
れ

ぞ
れ
の
症
例
で
、
適
切
な
治

療
法
を
検
討
す
る
研
究
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。

睡
眠
医
療
の
メ
ッ
カ

　

外
木
特
任
教
授
の
こ
れ
ま

で
の
顎
変
形
症
の
累
積
手
術

数
は
１
０
０
０
例
を
超
え
て

お
り
、
現
在
、
歯
学
部
附
属

歯
科
病
院
で
も
年
間
１
０
０

例
に
近
づ
く
症
例
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
睡
眠
障
害
に
関
連

す
る
患
者
数
は
約
４
割
と
い

う
。
外
木
特
任
教
授
は
短
時

間
、
低
侵
襲
手
術
を
心
が
け

入
院
も
１
週
間
〜
10
日
ほ
ど

で
済
む
。
こ
の
た
め
、
全
国

各
地
か
ら
患
者
が
集
ま
っ
て

く
る
の
で
、
こ
の
夏
の
手
術

は
40
例
に
も
及
ん
だ
。

　

ま
た
、
外
木
特
任
教
授
の

研
究
は
歯
学
と
医
学
の
発
展

に
寄
与
す
る
も
の
で
、
目
的

は
「
医
科
と
歯
科
が
う
ま
く

連
携
し
、
よ
り
簡
便
に
的
確

な
診
断
・
治
療
が
で
き
る
よ

う
な
手
法
を
開
発
し
て
い
く

こ
と
で
す
」
と
語
る
。

　

本
学
は
「
睡
眠
医
療
の
メ

ッ
カ
」で
あ
り
、医
学
部
精
神

医
学
系
の
内
山
真
教
授
、
睡

眠
学
・
呼
吸
器
内
科
の
赤
柴

恒
人
教
授
、
歯
学
部
の
外
木

特
任
教
授
と
、
日
本
大
学
の

３
人
の
教
授
が
、
２
０
１
６

年
の
７
月
に
開
か
れ
る
「
日

本
睡
眠
学
会
学
術
集
会
」
の

会
長
お
よ
び
副
会
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

外
木
　
守
雄
（
と
の

ぎ
・
も
り
お
）
昭
和
58
年

東
京
歯
科
大
学
卒
業
、
同

62
年
同
大
学
院
口
腔
外
科

学
専
攻
修
了
。

平
成
24
年
か
ら

現
職
。
日
本
大
学
歯
学
部

口
腔
外
科
学
講
座
口
腔
外

科
学
分
野
所
属
。
米
国
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
医
学

部
睡
眠
外
科
学
部
門
客
員

研
究
員
、
日
本
睡
眠
歯
科

学
会
理
事
長
、
日
本
睡
眠

学
会
理
事
・
認
定
専
門
医

な
ど
を
務
め

る
。著
作
は「
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
治
療

に
お
け
る
歯
科
の
役
割
」

（
睡
眠
医
療
）
な
ど
。
静

岡
県
出
身
、
57
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

根
東
　
義
明
（
こ
ん
ど

う
・
よ
し
あ
き
）
昭
和
56

年
東
北
大
学
医
学
部
卒
。

小
児
科
研
修
後
、
腎
臓
生

理
学
研
究
に
従

事
。
同
大
学
小

児
科
学
教
室
助
手
、
助
教

授
を
経
て
平
成
14
年
大
学

院
医
学
系
研
究
科
教
授

（
医
学
情
報
学
分
野
）。

Ｉ
Ｔ
に
造
詣
が
深
く
、
同

大
学
病
院
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｉ

Ｔ
セ
ン
タ
ー
長
・
副
病
院

長
を
歴
任
。
23
年
か
ら
本

学
で
現
職
。
第

３
回
日
本
腎
臓

学
会
大
島
賞
、
第
３
回
Ｉ

Ｐ
Ａ
賞
（
情
報
処
理
推
進

機
構
賞
）
を
受
賞
。
三
重

県
出
身
。
57
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　
　

  

無
呼
吸
障
害
に
有
用

三
次
元
的
に
気
道
を
力
学
的
検
査

　

医
療
事
故
は
な
ぜ
起
き
る

の
か
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
を
使
っ
て
、
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
医
療
の

安
全
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

東
北
大
学
医
学
部
教
授
時
代

に
は
、
大
学
病
院
の
「
メ
デ

ィ
カ
ル
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
部

長
」
を
兼
務
。
ベ
ッ
ド
数
１

３
０
０
床
と
い
う
大
規
模
医

療
機
関
の
Ｉ
Ｔ
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

も
と
も
と
は
腎
臓
病
が
専

門
の
小
児
科
医
。
臨
床
・
研

究
の
両
分
野
で
大
き
な
研
究

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
な

ぜ
、
医
療
情
報
の
分
野
に
？

マ
ッ
ク
と
出
会
う

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
若

い
頃
か
ら
関
心
が
あ
り
、
１

９
９
０
年
代
初
頭
に
、
大
枚

を
は
た
い
て
初
期
の

Macintosh

を
購
入
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
興
隆
期
で
、

海
外
の
学
術
論
文
を
読
め
る

の
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
、
学
内
に
は
通

信
環
境
が
な
か
っ
た
。「
他

の
先
生
方
も
ネ
ッ
ト
で
の
文

献
検
索
を
し
た
い
と
い
う
の

で
、
自
力
で
サ
ー
バ
ー
を
立

ち
上
げ
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
３

千
個
を
取
得
し
て
医
学
部
全

体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
ま
し
た
」

　
「
あ
る
日
、
病
院
長
か
ら

呼
び
出
さ
れ
ま
し
た
。
医
療

ミ
ス
で
も
起
こ
し
た
か
と
飛

ん
で
い
っ
た
ら
、『
病
院
の

情
報
シ
ス
テ
ム
を
担
当
し
て

ほ
し
い
』」

　

臨
床
の
現
場
で
は
、
治
療

に
関
す
る
指
示
を
め
ぐ
り
看

護
師
と
激
論
も
。
意
思
疎
通

の
不
全
は
医
療
事
故
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
も
あ
る
。「
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
横
に
時
間

軸
、
縦
に
薬
剤
の
処
方
や
検

査
項
目
な
ど
を
記
入
し
、
コ

ピ
ー
を
渡
す
。
口
頭
や
手
書

き
に
よ
る
指
示
に
比
べ
確
実

性
が
高
ま
っ
た
。『
ク
リ
ニ

カ
ル
パ
ス
』の
原
型
で
す
」。

チ
ー
ム
医
療
に
は
情
報
共
有

が
重
要
。
治
療
の
目
標
を
設

定
し
、
工
程
を
示
す
ク
リ
ニ

カ
ル
パ
ス
は
、
今
で
は
不
可

欠
な
ツ
ー
ル
だ
。

　

航
空
機
の
ニ
ア
ミ
ス
な
ど

事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

「
イ
ン
シ
デ
ン
ト
」。
医
療

の
世
界
で
も
起
き
る
。
医
療

事
故
を
防
ぐ
に
は
、
前
段
階

で
あ
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
分

析
が
重
要
だ
。「
こ
れ
ま
で

の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
分
析
は
、

医
療
行
為
に
限
定
さ
れ
て
き

24
～
25
年
度
、
科
学
研
究
費

助
成
事
業
（
科
研
費
）
の
補

助
金
を
得
て
挑
ん
だ
研
究
が

「
医
師
の
思
考
過
程
に
起
因

す
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
」。
実

際
に
起
き
た
事
例
を
「
課
題

選
択
」「
論
理
展
開
」「
決
断
」

と
い
っ
た
ス
テ
ッ
プ
に
分
け

て
分
析
。
各
段
階
で
影
響
を

が
分
か
っ
た
。
26
年
度
か
ら

３
年
間
、
科
研
費
補
助
金
を

受
け
て
行
う
の
が
「
医
療
イ

ン
シ
デ
ン
ト
の
発
生
に
お
け

る
感
情
因
子
の
分
析
手
法
に

関
す
る
研
究
」。

　

こ
の
研
究
で
も
思
考
イ
ン

シ
デ
ン
ト
と
同
様
、
過
去
に

起
き
た
事
例
に
つ
い
て
分

析
。
感
情
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を

分
類
・
体
系
化
し
「
感
情
過

程
マ
ッ
プ
」
の
構
築
を
め
ざ

す
。
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に

組
み
込
め
ば
、
医
師
の
入
力

操
作
か
ら
感
情
バ
イ
ア
ス
を

感
知
。
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
回

避
で
き
る
。

革
新
的
電
子
カ
ル
テ

　

医
療
Ｉ
Ｔ
化
で
ま
ず
思
い

浮
か
ぶ
「
電
子
カ
ル
テ
」
だ

が
、「
紙
の
カ
ル
テ
を
パ
ラ

パ
ラ
と
め
く
る
よ
う
に
、
過

去
の
治
療
や
症
状
の
変
化
を

た
ど
る
こ
と
が
難
し
い
」

　

こ
の
欠
点
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
、
根
東
教
授
が
開
発
し

た
の
が
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
型

電
子
カ
ル
テ
」。
診
療
履
歴

を
医
師
が
頭
の
中
で
再
現
す

る
よ
う
に
、
モ
ニ
タ
ー
上
に

呼
び
出
せ
る
。
ク
リ
ニ
カ
ル

パ
ス
が
未
来
の
治
療
計
画
を

示
す
の
に
対
し
、
時
系
列
検

索
型
電
子
カ
ル
テ
は
過
去
の

時
間
軸
上
に
、
医
療
記
録
を

表
示
す
る
。
大
病
院
が
診
療

所
の
患
者
を
受
け
入
れ
る
際

に
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使

え
ば
、
治
療
履
歴
や
病
状
の

変
化
を
容
易
に
把
握
で
き

る
。
地
域
医
療
連
携
に
は
欠

か
せ
な
い
情
報
基
盤
だ
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
は
、
多
く
の

Ｉ
Ｔ
企
業
の
利
害
調
整
と
い

う
難
題
が
あ
る
。「
シ
ス
テ

ム
開
発
に
は
、
医
師
の
参
加

が
不
可
欠
。
今
で
も
週
に
１

日
は
外
来
診
療
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
」。
医
療
と
患
者
の

た
め
の
医
療
電
子
化
と
は

…
。
そ
れ
を
模
索
す
る
日
々

が
続
く
。

違
い
が
起
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
平
成

た
。
し
か
し
、
意
思
決
定
の

前
に
、
医
師
は
頭
の
中
で
考

え
る
。
思
考
プ
ロ
セ
ス
で
間

外木特任教授は顎変形症手術を新た
な睡眠外科療法として確立した

米学会で発表した「タイムライン型電子
カルテ」の説明資料を示す根東教授

大学院生や各地の大学・病院から国内留学し
ている歯科医師などが教授の下で学んでいる

インターネット環境、自前で構築
チーム医療に不可欠な情報共有
大規模病院の電子化をリード

研究室のスタッフと談笑する根東教授
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